コラム　１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川クリニック　長谷川　浩

（北海道国民健康保険団体連合会発行　北海道の国保2010年2月号）

ラテックス・フルーツ症候群 

　ラテックスアレルギーは、1979年Nutterによる接触性蕁麻疹例の報告が最初ですが、約半数が果物に反応します(果物のクラス2アレルギー)。ラテックスは、天然ゴムの樹液で、13種の主要アレルゲンのうち7種は生体防御蛋白です。その1つヘベイン(Hev b 6.02)は、バナナ、栗、アボガドの生体防御蛋白であるクラス・型キチナーゼ中のヘベイン・ドメインと交差反応します。ヘベインは熱や消化酵素に安定で腸管でも吸収されるので、口腔症状～アナフィラキシーショックまで起こします。医療従事者や手に傷を起こしやすい人（主婦湿疹やアトピー性皮膚炎）がなりやすく、ゴム製品（ゴム手袋やカテーテル、風船、輪ゴム、コンドームなど）に注意が必要です。一旦罹患したなら、バナナ、栗、アボガド、キウイなども避けます。

　生体防御蛋白は、進化の過程で変化が少なく幅広い植物に交差反応します。元々は病原体や虫に対抗して出ることから無農薬農産物を危険視する人がいますが、燻蒸のエチレンオキサイドはバナナにクラスＩ型キチナーゼを増加させます。他の合成化学物質も生体防御蛋白を誘導すると考えられています。ラテックスや果物のアレルギーは、作物の全てが有機農産物の時代にありませんでした。ですから、生体防御蛋白の遺伝子発現を活性化する主因は、虫喰いや微生物の感染とは信じがたく、ある種の合成化学物質ではないかと私は密かに考えています。
